
まえがき

「シャッター通りが増えてしまった中心市街地を活性化したい」

「人が来なくなってしまった観光地を再生したい」

「若い人たちに、このまちに住んでもらいたい」

今、自治体職員や、観光協会、商工会議所、まちづくり NPOなど、ま

ちづくりや観光に携わる多くの方が、こうした想いを抱いています。

本書を手にとってくださった皆さんも、そんな１人でしょう。

それぞれの地域によって事情は違っても、「なんとかしたい！」という

想いの根底にある疑問・悩みは同じ。「どうやって地域の外から多くの人

に来てもらうか？」「どうすれば“行ってみたい！”と思ってもらえるか？」

ということではないでしょうか。

人口減少の時代となった今、多くの地域で「どうしたら“集客”できる

まちがつくれるのか？」という「集客まちづくり」の手法が注目されてい

ます。

千葉県の利根川下流地域に、佐原（香取市）というまちがあります。

地域の方々の許しをいただいて、約１０年の期間、まちづくりに関わる機

会をいただいています。

佐原は江戸時代の中期から昭和初期にかけて、利根川舟運による商業都

市として栄えていました。しかし、成田空港の開設、車社会の進展によっ

て、１９９０年代には衰退の途を辿ることになります。

そこで市民を中心に取り組んだのが、埋もれていた地域の資源を見直し、

観光・集客の取組みによって地域を活性化させることでした。

商家の町並みの保存、３００年の伝統を誇る「佐原の大祭」の大々的 PR。

さらに、各商家の家宝、手仕事、味などを、各店で博物館として展示し観

光客を呼び込み、まちづくりに関わる方々の、お越しいただいた人に対す
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るおもてなしの心によって、さらなる集客、リピーターの確保に成功しま

した。

その結果、千葉県ホームページ（NPO情報ネット）によると、

町並み観光の入込み客数は、１０年で約１０倍に！

（平成１０年：５万人〔夏中心〕→平成２０年：５０万人〔通年〕）

大祭の入込客数は、１０年で約１．６倍に！

（平成１０年：６５万人→平成２０年：１０３万人）

地域として歩んできた道筋は、それぞれ違いがあります。

伝統や風物詩、あるいは風景・街並みなど、先人から受け継がれてきた

暮らしぶりや想いが加わることで、違った光を発します。これこそが個性。

これら一つひとつを丹念に磨き上げ、“ちょっとした工夫”を加えること

で、魅力ある「地域集客商品」として、まちに活力を生み出すことができ

ます。

大切なのは、「まちをなんとかしたい！」という熱い想いを抱く皆さん

が手を取り合い、協力して取り組むこと。

“まちぐるみ”で連携して進めることで、必ず成果を出すことができま

す。

地元の皆さんが「自慢したい！」と思えるまちをつくり、たくさんの人

たちに訪れてもらえるまちをつくりましょう！

平成２３年１月

大下 茂
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第3章［気づく］
地域資源のみつけ方・探し方

多くの人々を集客している有名な観光地も、その陰にはたくさん

の見えない努力があります。

「あの地域は有名な資源をもっているから」あるいは「どうしても

あんな地域にはなれない」と、決めつけたり、諦めたりしていません

か？

大丈夫です。まだ気づいていないだけで、どんな地域にも“人を惹

きつける魅力”は必ずあります。

本章では、魅力づくりに欠かせない“地域資源”をみつけ出す方法

をお伝えします。

�地域の記憶を辿る手法
それぞれの地域では、先祖が住み始めてから現在に至るまでの長い年月

を重ねる中で、さまざまな文化が形成されてきました。小さな集落・町内

から村、まち、都市へとコミュニティの範囲は拡大してきたものの、日本

国内を見るだけでもさまざまな文化が混在しています。そして、地域の中

には文化と同じように、その長い歴史の中で培われてきた価値観やしきた

りがあります。これが「地域の記憶」です。

第３章［気づく］―― 地域資源のみつけ方・探し方……59



「ここはどこ？ 私は誰？」からの脱却

東京近郊、特に私鉄沿線の駅前は、一体どこの駅なのかがわからないく

らい、同じような佇まいになっています。これは効率性を重んじて標準化

を進めた先の結果であり、駅前の風景は JIS規格（日本工業規格）に基づ

いてつくられた代表的なものです。

そこに本来あったはずの「地域の記憶」は、標準化の考え方を進めるが

ゆえに、背後に追いやられたものと感じざるを得ません。しかし一方では、

標準化を進めた結果として、高度経済成長をもたらしたこともまた事実で

した。

加えて、最近の市町村合併では、地域の記憶の代表であった地名さえも

奪い取って新市名を創設している例が少なくありません。また、地方都市

のロードサイドには、ショッピングモール、ファミレス、安売りの紳士服

店、パチンコ店、家電量販店など同じような店が並び、一見すると、どの

地方か区別がつかないほどです。

標準化された風景によって「ここはどこ？」を生み、ついに「私は誰？」

といった事態に至っています。ことごとく地域から記憶を奪い取られるこ

とは、地域の尊厳軽視にもつながる由々しきことです。

日本の人口がゆるやかな減少傾向にある現在、住まいや生産のための器

を新たにつくる必要もなければ、大きな経済成長を求める必要もありませ

ん。むしろ、人口が増え続けてきた時代につくり上げた器や仕組みを、時

代の変化に伴う価値観の変化に合わせて、整理・統合して更新していけば

よいのです。

「地域の記憶を呼び起こすこと」が、地域資源をみつける第一歩です。

60



地域の記憶を呼び起こすために

「地域の記憶」を辿るときには、地域の先人・先祖が書き記した文献が

最大の手がかりになります。しかし、活字からのメッセージには限界があ

ります。むしろ、活字から得られた知識を背景に、今目の前に広がる佇ま

いや風景から、人々の暮らしの中で大切に育まれ継承されてきた地域の履

歴や地域に対して慮る気持ちを感じ、人との対話の中から地域における固

有の物語を知ることが大切です。そして、その佇まい・風景と物語とを、

「地域の記憶」の視点から紡ぐのです。

それぞれの家では、先祖から受け継いできたものを子ども、そして孫の

世代にどのように残すかを当たり前のように考えて行っています。これこ

そが、その家の固有の記憶を先祖から今につなげ、そして後世に伝える取

組みです。代々語り継がれてきた逸話も少なくないでしょう。このような

個々の家での取組みを、地域で展開していくことが、ここでいう「地域の

記憶」につながります。同じことを地域版として拡大発展的に実施・展開

することによって、「地域の記憶が息づくまち」へと地域を導くのです。

皆さんが住む地域では、地域の記憶を大切にしていますか？

地域の個性がうまくまちづくりに活かされていますか？

地域が着実に成熟の途を歩むためには、「地域の記憶」をまちづくりの

精神背景に置く取組みが必要不可欠です。品格のないまちづくりでは、支

持者・共感者が離れ、いずれはまちづくり活動が破綻を迎えるでしょう。

奇をてらった取組みは、瞬発力は活かされても持久力は伴いません。長き

にわたって支えられる王道のまちづくりとは、やはり「地域の記憶」を背

景におく取組みです。

たとえば、第１章で取り上げた佐原を含む水郷地域。千葉県の北東部・

茨城県との県境には、かつては香取の海が広がっていました。関東以北を

治めるために、香取の海の北側に鹿島神宮、南側に香取神宮が造営されま

した。東北地方からの物流基地として、江戸初期から中期には潮来（現・

第３章［気づく］―― 地域資源のみつけ方・探し方……61



茨城県潮来市）が、また江戸中期以降は、利根川の流れが南下したことか

ら佐原（現・千葉県香取市佐原）が、商都として栄えました。当時でもま

だ、香取の海は十六島の海が広がっていた地域であったことが、往時の絵

図には残っています。

さらに江戸の中期以降となると旅が自由化されます。江戸近郊の行楽地
しんしょう じ

として成田山・新勝寺詣がブーム化します。そして今で言うオプショナ
き おろし とうごくさんじゃ

ルツアーとして登場したのが、木下河岸発の「舟で訪ねる東国三社詣」。
いき す

香取神宮・息栖神社・鹿島神宮を参拝し、潮来の遊里で精進落としをする

ツアーです。

明治になっても文人墨客の来訪はつ

づき、さまざまな文化的資産を地域に

残しています。これらは、すべて地域

の記憶です。文献にしっかりと残って

いました。

これらを紐解き、現在の集客による

広域地域連携に活かすために設立され
すいごうさん と

たのが、「水郷三都観光推進協議会」

です。県境を跨って、新しい地域の資

源を発掘、さまざまな地域集客商品づ

くりに取り組むとともに、集客プロモ

ーションに、かつての記憶を活かして

います。

�地域資源を探すための発想法
地域資源（ネタ）の発掘は、集客まちづくりへのスタートであるととも

に、地域を改めて知るうえで大切な取組みです。第２章では「地域を客観

的に評価するための４つの心構え」を示しましたが、その心構えをもって、

地域資源を再発見してみましょう。

平成２１年１１月に開催した、水郷三都観光
推進協議会主催の「東国三社詣」のちらし
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地域資源を発見する方法には、大きく「再発見する発想法」と「新たに

創造する発想法」の２つがあります。

地域資源を再発見する４つの発想法

長年住み慣れ、知り尽くしていると思っている自分のまちでも、意外に

知らないことが多いものです。むしろ住み慣れているからこそ、そこに眠っ

ているダイヤの原石に気がつかない場合もあります。地域内を隈なく見渡

し、潜在化あるいは顕在化している資源の中から、自分たちにとって自慢

できるものを発見する。そして、他の地域の人にとっても魅力のあるもの

かどうかを見定め、光を当てるのが、これから紹介する「再発見する発想

法」です。

�「風土・暮らしぶり再認識型」の発想法

地域の風土には、そこに生きた人々の暮らしが脈々と息づいています。

日常生活ではなかなか意識する機会がありませんが、まさにその日常をつ

くりあげているものこそ、地域ならではの素材です。

これは、地域の暮らしぶりや住まい手の心意気（もてなしの心や人情）、

特産物、気候・気象、植生・山里の文化といった、先人たちが自然との関

わりや地域での営みの中で連綿と培ってきた風土・暮らしぶりを再認識し

ようとするものです。

「水郷三都」として例示した佐原では、風土・暮らしぶりを再認識する

ことで新しい地域資源を見出して、集客商品を生み出しています。

洋服が主流となった今日、日常的に和装の機会は多くありません。しか

し、商都であった佐原では、今も残る伝統的な街並みの中を、かつて多く

の女性が着物で歩いていたことに着目。そのシーンを思い浮かべる中で、

改めて風土・暮らしぶりを認識し、地域資源として「着物文化」を発掘し

ました。

そこで生まれたのが、着物でまち歩きを楽しむツアー、「きもの美人」

第３章［気づく］―― 地域資源のみつけ方・探し方……63



香取市佐原は商都として栄えたまち。伝統的な佇まいと着物文化に着目し、NPO婆沙羅で
は「きもの美人」という着地型の地域商品を創出した（写真提供：NPO婆沙羅）

です。着物レンタル一式、着付けサービス、ヘアセットに加え、お茶とお

菓子が食べられる「お茶券」、加盟店での食事や買い物が１０％割引になる

「まちづくりパスポート」がセットになった着地型旅行商品です。

このアイデアは、そもそもは地域研究で再三訪れていた東京大学の学生

が着想したもの。そこから、美容院の女性店主をはじめとした地域の NPO

の女性陣によって、新たな地域集客商品として開発されました。

もっとも、現在では、風土や暮らしぶりに着目したまちづくりの類例も

多く見られるようになったため、この手法をとる場合には、新たな発想で

のさらなる魅力づけが求められてきます。また、地域内からの目だけでは

自己満足に終始することもあるため、外部からの目で吟味することも忘れ

ないようにしましょう。

�「歴史・史実発見型」の発想法

お年寄りから「昔は今と違ってここにはこんなものがあってのう」「あ

れはずっと昔からあそこにあるんじゃ」などと聞くと、このまちも随分と
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